
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　簡易水道事業の区域処理人口は約600人できわめて小規模な事業である。使用料収入の増は見込めないこともあり、小
規模事業に見合った運営としてこれまで通りの経営体制及び手法を継続していき、機器の大規模な更新などを避け、従来
機器・施設の延命化を図りながら維持管理費等のコスト縮減に努めていく。また、令和7年4月から公営企業会計に移行予
定であり、令和8年度中の経営戦略の改定を予定している。その中で取り組むことができる抜本的な改革については検討
していきたい。
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現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



●

抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　下水道事業の区域内処理人口は約200人で小規模な事業である。使用料収入の増加も見込めないことから計画的な修
繕の取り組みなどを通して維持管理費等のコスト縮減に努めていく。また、令和7年4月から公営企業会計に移行予定であ
り、令和8年度中の経営戦略の改定を予定している。その中で取り組むことができる抜本的な改革については検討していき
たい。
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●

抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　太陽光発電の売電収入は概ね安定しているが、小水力発電の売電収入は昨年度と比較すると、不安定な状態である。
機械修繕期間および渇水により発電できない時期があったが、定期的な保守点検を行うことで不具合に早急に対応できる
ため、日常のメンテナンスと定期的な保守点検を今後も継続していくことで、大規模な支出等を抑制し、健全な経営状態を
維持していきたいと考えているため。
　また、令和7年4月から公営企業会計に移行予定であり、令和8年度中の経営戦略の改定を予定している。その中で取り
組むことができる抜本的な改革については検討していきたい。
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